
平成 31年 4月 1日千大規第 29号  

公立大学法人公立千歳科学技術大学役員報酬規程  

（ 趣 旨 ）  

第 １ 条  こ の 規 程 は 、 公 立 大 学 法 人 公 立 千 歳 科 学 技 術 大 学 （ 以 下 「 法 人 」 と い

う 。）の 理 事 長 、副 理 事 長 、理 事 、監 事（ 以 下「 役 員 」と い う 。）の 報 酬 に 関

し 、 必 要 な 事 項 を 定 め る も の と す る 。  

（ 役 員 の 報酬 ）  

第 ２ 条  役 員 の 報 酬 は 、常 勤 の 役 員 に つ い て は 基 本 報 酬 、通 勤 手 当 、期 末 手 当、

寒 冷 地 手 当 と し 、非 常 勤 の 役 員 に つ い て は 非 常 勤 役 員 報 酬 と す る 。た だ し 、公

立 大 学 法 人 公 立 千 歳 科 学 技 術 大 学 給 与 規 程（ 以 下「 給 与 規 程 」と い う 。）の 適

用 を 受 け る 職 員 を 兼 務 す る 役 員 に つ い て は 、 役 員 の 報 酬 は 支 給 し な い 。  

（ 報 酬 の 支給 日 ）  

第 ３ 条  役 員 報 酬 の 支 給 日 は 、 給 与 規 程 第 ６ 条 第 ２ 項 の 規 定 を 準 用 す る 。  

２  第 ８ 条 に 定 め る 非 常 勤 役 員 報 酬 は 、 そ の 業 務 に 従 事 し た 日 数 に 応 じ て そ の

都 度 支 給 す る 。  

（ 基 本 報 酬）  

第 ４ 条  常 勤 の 役 員 の 基 本 報 酬 月 額 は 、 次 の と お り と す る 。  

( 1)理 事 長 の 基 本 報 酬 月 額 は「 一 般 職 の 給 与 に 関 す る 法 律（ 昭 和 ２ ５ 年 法 律 第 ９

５ 号 ）」（ 以 下「 給 与 法 」と い う 。）の 指 定 職 俸 給 表 を 準 用 し 、指 定 職 俸 給 表

３ 号 俸 以 内 と す る 。  

(2)副 理 事 長 及 び 理 事 は ６ ０ ０ ， ０ ０ ０ 円 以 内 で 理 事 長 が 定 め る 額 と す る 。  

（ 通 勤 手 当）  

第 ５ 条  通 勤 手 当 は 、 給 与 規 程 第 １ ３ 条 第 １ 項 に 規 定 す る 通 勤 手 当 の 支 給 要 件

に 該 当 す る 前 条 に 定 め る 役 員 に 対 し て 支 給 す る 。  

２  通 勤 手 当 の 額 は 、 給 与 規 程 第 １ ３ 条 第 ２ 項 の 規 定 を 準 用 し て 算 出 し た 額 と

す る 。  

３  前 ２ 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、 通 勤 の 事 情 の 変 更 に 伴 う 支 給 額 の 改 定 そ の

他 通 勤 手 当 の 支 給 に 関 す る 事 項 に つ い て は 、 給 与 規 程 の 適 用 を 受 け る 職 員 の

例 に よ る 。  

（ 期 末 手 当）  

第 ６ 条  期 末 手 当 は 、 公 立 大 学 法 人 公 立 千 歳 科 学 技 術 大 学 職 員 期 末 ・ 勤 勉 手 当



支 給 細 則 第 ２ 条 か ら 第 ９ 条 及 び 第 1 1条 、 第 1 2条 の 規 定 を 準 用 す る 。 こ の 場 合

に お い て 第 ３ 条 第 １ 項 中「 給 与 規 程 」と あ る の は「 役 員 報 酬 規 程 」と 、第 ６ 条

か ら 第 ９ 条 中「 勤 勉 手 当 」と あ る の は「 期 末 手 当 」と 読 み 替 え る も の と す る 。  

２  第 ４ 条 第 １ 項 に 定 め る 役 員 に つ い て は 、基 本 報 酬 月 額 に 100分 の 15を 乗 じ て

得 た 額 を 加 算 し た 額 を 期 末 手 当 基 礎 額 と す る 。  

（ 寒 冷 地 手当 ）  

第 ７ 条  寒 冷 地 手 当 は 、 公 立 大 学 法 人 公 立 千 歳 科 学 技 術 大 学 職 員 寒 冷 地 手 当 支

給 細 則（ 以 下 、「 支 給 細 則 」と い う 。）第 ２ 条 に 規 定 す る 寒 冷 地 手 当 の 支 給 要

件 に 該 当 す る 第 ４ 条 第 １ 項 に 定 め る 役 員 に 支 給 す る 。  

２  寒 冷 地 手 当 の 額 は 、 支 給 細 則 第 ５ 条 の 規 定 を 準 用 し て 算 出 し た 額 と す る 。  

３  前 ２ 項 に 規 定 す る も の の ほ か 、寒 冷 地 手 当 の 支 給 に 関 す る 事 項 に つ い て は 、

給 与 規 程 の 適 用 を 受 け る 職 員 の 例 に よ る 。  

（ 非 常 勤 役員 報 酬）  

第 ８ 条  非 常 勤 役 員 報 酬 は 、 次 の と お り と す る 。  

(1)理 事  日 額 ２ ５ ， ０ ０ ０ 円  

(2)監 事  日 額 ２ ５ ， ０ ０ ０ 円  

２  非 常 勤 の 役 員 に は 、 通 勤 に 要 す る 費 用 を 公 立 大 学 法 人 公 立 千 歳 科 学 技 術 大

学 旅 費 規 程 の 例 に 準 じ て 支 給 す る 。  

（ 月 の 中 途で 就 任ま た は 退 職を し た場 合 の 基 本報 酬 ）  

第 ９ 条  月 の 中 途 で 就 任 ま た は 退 職 を し た 場 合 の 役 員 の 基 本 報 酬 は 給 与 規 程 の

適 用 を 受 け る 職 員 の 例 に よ る 。  

（ 報 酬 の 支払 方 法）  

第 10条  役 員 報 酬 の 支 給 方 法 は 、 給 与 規 程 第 ２ ６ 条 の 規 定 を 準 用 す る 。  

（ 実 施 に 関す る 事項 ）  

第 1 1条  こ の 規 程 の 実 施 に 関 す る 事 項 に つ い て は 、 給 与 規 程 の 適 用 を 受 け る 職

員 の 例 に よ る ほ か 理 事 長 が 別 に 定 め る 。  

   附  則  

１  こ の 規 程 は 、 平 成 ３ １ 年 ４ 月 １ 日 か ら 施 行 す る 。  

２  法 人 の 成 立 後 最 初 の 理 事 長 の 基 本 報 酬 月 額 は 当 分 の 間 、 指 定 職 俸 給 表 １ 号

俸 と し 、 基 本 報 酬 の 月 額 は 基 本 報 酬 月 額 に 調 整 額 を 加 算 し た 額 を 支 給 す る も

の と す る 。  


